
令和４年度 介護労働懇談会の開催 鳥取支部

開催日時：９月８日（木） 13：30～15：45 ※（Web会議）

会議名: 「福祉人材確保推進協議会」及び「介護労働懇談会」

写真、チラシ等を添付

テーマ・議題

主な内容

参加団体からのお知らせ・状況報告等

事務局（介護労働安定センター鳥取支部）からのコメント

主な参加機関

介護労働懇談会開催報告書（様式1）

鳥取労働局、公共職業安定所、県商工労働部及び福祉保健部、
県教育委員会、鳥取県社会福祉協議会、鳥取県介護福祉士会、
鳥取県看護協会、鳥取県社会福祉施設経営者協議会、鳥取県
老人福祉施設協議会、鳥取県民間介護事業者協議会、鳥取県
介護支援専門員連絡協議会、鳥取社会福祉専門学校他

①最近の雇用失業情勢
②鳥取県における医療・福祉分野の求人求職動向
③各団体・機関における福祉人材の確保と定着に関する
施策・取り組み

④介護就職デイ等、介護の日に関連した取り組み
⑤意見交換

・公共職業暗安定所主催による介護就職デイや福祉の事業所説明会を10月～11月に順次開催予定（鳥取労働局）
・転倒予防、腰痛予防の周知を図るため、吉本興業のタレントを起用した動画を公開中（鳥取労働局）
・今年度は介護の日に関連したイベントとして、コロナウイルス感染状況を見ながら、通学途中の中学生・高校生を対象
にチラシやポケットティッシュ等を配布する街頭啓発活動を構成機関と連携しながら行いたい（介護労働安定センター）

以下の内容等がある場合は介護労働安定センター鳥取支部までご連絡ください。（0857-21-6571）
・令和3年度介護労働実態調査結果（鳥取県版）資料が必要な構成機関、全国状況や詳細内容を知りたい構成機関
・事業所運営や職員研修等介護に関するお悩みのある団体など

○最近の雇用失業情勢 鳥取労働局職業安定課から報告
・今年7月の有効求人倍率は1.51倍、職業別常用有効求人倍率は2.43倍であり、建設・保安・運輸関係は顕著な動き
・有効求人倍率はコロナの影響による落ち込みからの回復基調
・医療・保育の求人倍率が下げっているが、これは求人・求職とも減少し求人がより多く減少したことが起因

○鳥取県における医療・福祉分野の求人求職動向 各公共職業安定所から報告
＜東部地区＞
・令和３年度介護関係の新規求人数は2,020件、新規求職者は501件、就職件数は336件
・令和４年度については７月末現在で新規求人数は678件、新規求職者は200件、就職件数は145件
＜西部地区＞
・令和３年度介護関係の新規求人数は2,661件、新規求職者は615件、就職件数は386件
・令和４年度については７月末現在で新規求人数は913件、新規求職者は218件、就職件数は132件

＜中部地区＞
・令和３年度介護関係の新規求人数は1,248件、新規求職者は186件、就職件数は167件

○各団体・機関における福祉人材の確保と定着に関する施策・取り組み
・介護現場の人材不足をふまえ新人看護師の介護施設への入職を促進し高齢者介護福祉施設の安定的な看護職の就業促進
や定借促進を図るための新人看護師の教育プログラムを作成（鳥取県看護協会）

・企業における働き方改革を促進するため「働き方改革サポートオフィス鳥取」を鳥取市に設置を設置し、社会保険労務
士の相談・支援を無料で行いながら、介護現場においても働き方改革を促進（鳥取労働局雇用環境・均等室）

・令和５年４月からこれまで大企業が対象となっていた50％の月60時間超の残業率を中小企業に拡大
（鳥取労働局労働基準部監督課）

○各団体からの報告
・介護職養成校の定員割れや職業訓練での定員割れの状況をふまえ、処遇改善を含めた職場の環境改善の努めていきたい
（鳥取県社会福祉施設経営者協議会）

・介護の仕事の重要性について教員や親世代に伝えていくことが重要（鳥取県民間介護事業者協議会）
・処遇改善加算取得事業所の促進（県内事業所の90%が取得済み）や外国人人材の受入促進も図っていきたい
（鳥取県福祉保健部）

会議では介護職の裾野拡大に向けた取り組み等について情報
共有・意見交換が行われました。


